
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

異
物
を
入
れ
な
い
で

使
用
済
み
の
乾
電
池
は
各
地
区
内
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
乾

電
池
以
外
の
も
の
（
充
電
式
電
池
・
ボ
タ

ン
電
池
・
電
球
・
ラ
イ
タ
ー
・
空
き
瓶
な
ど
）

が
た
く
さ
ん
混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
乾
電

池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
は
乾
電
池
以
外
の
も

の
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
乾
電
池
を
袋
に
入
れ
た
ま
ま
乾

電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
が
満
杯
に
な
っ
た

ら
、
環
境
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

尾お

岩い
わ

坂さ
か

ご
み
処
分
場
（
川
口
４
４
１
番

地
）
で
は
、
家
庭
か
ら
発
生
し
た
土
砂
や

が
れ
き
類
な
ど
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
搬
入
で
き
る
も
の

町
内
の
家
庭
か
ら
発
生
し
た
次
の
も
の

の
う
ち
、
町
民
自
ら
が
解
体
し
処
理
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

・
土
砂

・
ガ
ラ
ス
、
陶
器
類

・
が
れ
き
類
（
瓦
・
れ
ん
が
・
タ
イ
ル
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
（
鉄
筋
の
入
っ
て
い

な
い
も
の
）・
非
飛
散
性
カ
ラ
ー
ベ
ス

ト
な
ど
）

※
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
石
こ
う
ボ
ー
ド
は
搬

入
禁
止
で
す
。

※
解
体
や
撤
去
、
処
理
な
ど
を
業
者
に
依

頼
し
て
発
生
し
た
も
の
は
、
産
業
廃
棄

物
と
見
な
さ
れ
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

●
処
分
場
の
取
扱
日
と
時
間
／
毎
週
木
～

日
曜
日
の
8
時
30
分
～
17
時

●
処
分
場
へ
の
搬
入
条
件

・
処
理
場
へ
搬
入
で
き
る
方
は
、
許
可
を

受
け
た
本
人
か
、
許
可
を
受
け
た
本
人

の
4
親
等
以
内
の
方
で
す
。

・
搬
入
の
上
限
量
は
4
ト
ン
（
同
一
現
場

か
ら
の
搬
入
量
の
累
計
）
で
す
。

●
許
可
申
請
方
法

・
尾
岩
坂
ご
み
処
理
場
へ
搬
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
環
境
衛
生
課
で
許

可
願
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
許
可
書
は
、
申
請
者
立
会
の
下
で
行
う

搬
入
物
発
生
地
の
現
場
確
認
後
に
お
渡

し
し
ま
す
。

・
搬
入
者
は
、
搬
入
時
に
運
転
免
許
証
を

管
理
人
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
処
理
手
数
料

車両 料金
軽トラック 520 円
0.75 トン積車両 1,570 円
1 トン積車両 2,100 円
1.5 トン積車両 3,150 円
2 トン積車両 4,200 円
4 トン積車両 8,400 円

（車両 1 台につき）

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場

家庭から出る燃えるごみの収集量
令和 2 年（2020 年）11 月／約 267 トン

先月から約 22 トンの減少

有田川町の家庭から出る燃えるごみや
燃えないごみは環境センターで処理され
ており、その運営費の一部を分担金とし
て支払っています。分担金はごみの重量
などに基づいて計算されます。

生ごみの水切りやコンポスト容器の利
用など、ごみ減量によって環境にも町財
政にもエコな暮らしを目指しましょう。

乾電池回収ボックスから取り出された混入物

419 広報ありだがわ　2021.2


